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なぜ、いま、権利学習か

－N P O 権利学習の新展開

「体罰の禁止は親の養育責任否定だ」

こんな言葉が、地域、自治体で聞かれるようにな った。子

どもの権利条約が日本で批准されて 1 2 年。条約 1 9 条で約束

されたはずの 「親の体罰禁止」原則がゆらいでいる。体罰を

権利侵害 として禁止することな しに、「児童虐待」は防止で

きないといわれてきたにもかかわ らず、である。子どもの権

利条約を地域か ら実現 してい く取 り組みとして 「子どもの権

利条例」づ くりが全国各地で進 められてきた （本誌前号 ・

N o ．8 1 ）が、そこでも条約が禁止 し法的な措置を求めてきた

「 体罰」について、ここのところ肯定論が復活 している。

これは一例であるが、子 どもの権利が日本社会 にきちんと

根づいていない証左といってよい。日本では、相も変わ らず

「 子 どもには権利よ り責任」の世論が強 く、む しろ「権利バ

ックラッシュ」といえるほどに、「子どもの権利」への拒否

反応が高ま っている。せ っかく日本国憲法で基本的人権の尊

重がうたわれ、子どもの権利条約が国内法になっても実態は

変わらない。それはなぜか。一言で言えば、法制度は変わっ

ても人の意識は変わ っていないからである。教育基本法では、

日本国憲法の理想の実現は 「教育の力 に待たなければな らな

い」と宣言 した （1 9 4 7 年）が、子どもの権利 についての意

識変革は、権利の普及だけでなく “権利学習の力”に待たな

ければならない。

権利学習は、いわゆる人権教育とは同義語ではない。少な

くとも、いじめや校則問題など未だに解決の道を見いだせな

い学校の 「人権教育」 とは区別される。「あすの人権尊重」、

「 過去の人権の歴史」の教育だけでなく、む しろ子ども達が、

「 いま、身近な生活に活かす権利、人権」の学習が大切であ

る。そのよ うな視点 にた って、「自分の権利を自分で守る」

ための 自分のカヘの気付き、自己肯定感の獲得など、子ども

のエ ンパ ワー メン トを 目標 と して、地 域 、民 間 レベ ルで子 ど

も達による「子ども期の子どもの権利」学習が展開されてき

た。その動きは 1 9 9 0 年代以降、急速 に民間、 N P O に拡が

つてきている。今回の特集は、 19 9 0 年代半ばから日本でも

注目されてきたキ ャップ （C A P ）のほか、地域、民間で進

む権利学習の取 り組みを紹介 したい。（編集部＝喜多・岸畑）
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「関わ りの中に権利あ り」

一表現遊び ワークシ ョップにお ける試 み－

北島 尚 志 （N P O 法人あそび環境M use um アフタフ・バーバン）

干葉県野田市 における中高生 1 2 人と 「関わりの中に権利

あり」の ワー クシ ョップでの こと。

夜7 時。初めての子どもたち。不安 と緊張の顔が並ぶ。ま

ずは自分・の大好きな飲み物と共 に自己紹介。（まだ緊張 はほ

ぐれない）全員が終わったところで、心と身体を少 しずつほ

ぐしながら始めることにした。手だけを使 っての体操などで

少し笑いが出るなか、 2 人一組の 「運転手」「新聞紙玉キ ャッ

チボール」へと続 く。

「運転手」は 2 人一組が前後にな り、前の人の肩をハン ド

ルにし、後ろの人が運転操作 しながら、 2 人で気持ちよく歩

いて い く、 とい うもの 。 しか しそ こにい くつかの 課是頁が入 つ

てくる。前の人が眼をつぶる。スピー ドを上げていく。歩行

者をよける。障害物 に気をつける。さらには運転手が交代 し

てい く （今 回 は してい ない ）e tc …と い う具合 だ 。 しか しあ

くまで も 目的 は2 人 で心 地 よ く歩 きた い ！とい う こと。 そ こ

で、運転手はその中で沸き起こる相手の緊張や不安・安心 を

感 じながら、自分の

手を通 して操作 して

い く とい うこ とを繰

り返 して い くの だ 。

終わ った時、 2 人 は

互いに拍手と歓声を

上げている。

安心するために信

頼 し合 い、 関わ り合

つた 姿 がそ こ にあ っ

た。「新 聞紙玉キ ャ

ッチボール」も同時

に投げっこをするだ

けのあそびだが、 2

人の場所を様々に変

える こ とで 、互 い に

しっか り玉 を取 る こ

日号

とが 難 しくな って くるのだ 。そ こで考 える 。「ど う した ら2 人

が心地よく玉を取ることができるか」と。謝 り合 っても仕方

ない。ペアを変えることもできない中、少 しずつ提案を し、

どう した ら安 心 して玉 を取 る こ とに向 かえる のか 、話 し合 い

が始ま った。このあそびは「連続記録コーナー」があ り、 2

人で2 8 回、全員で輪になっても3 0 回とい う新記録が出るく

らい、熱気を帯びたあそびになった。

みん なが 同 じよ うにす ぐそ の気 にな る ！な どとい うこ とは

あり得ない し、目指す必要 はない。不安感も打ち消すのでは

なく、抱 えなが らも 少 しずつ リラ ックスで きる こと を ！緊張

感もな くな らないけど、集中できる状態になることを ！これ

らを 矢口り、実 感 す る こと が大 切 であ る 。 これ らの あそ び は、

決してあせ らな い い慌て な い ！そ して あき らめ ない こと。 リ

ーダーは一人一人の リズムの違いを認めていこう ！というメ

ッセージを込めながらこの時問を大事にみつめていく。

みんな少 しずつ笑いが出、笑顔をのぞかせるようになって

きた。そ して、今日のメインプログラム「 F A X 」を行 った。

2 人一組にな り、 1人が会場にかくされている絵を見て、そ

の絵を見てない自分のペアの人に、言葉だけを使って、その

絵と同じ絵を描いても らう ！というもの。絵を見た人が絵を

見てない人にどうや って伝えてい くのか、壮絶な闘い （？）

の幕が切って落とされた。

このあそびは 「絵を描 く人が安心 して描けるように伝えて

くだ さい 」 とい う方向性 で 始ま るの だが 、絵 を描 くや りと り

の中でやはり、様々な感情と向き合うことになる。絵を見て

ない不 安 や、「うま くか ける か な」 と い うプ レッシ ャー 。伝

えている人の表情が 「しまった ！」とい う顔の時は強く動揺

し、相 手 が 「そ う ！そ う ！」「い いよ ～ ！」 とか 言 って くれ

ると嬉 しくな った り…。伝 え る側 も、 ど こまで分 か ってるの

か不安 にな った り、 イラ ついた り、違 う風 に描か れる と落 ち

込み 、焦 って しま った り…。 しか し2 人が 交替 しな が ら行 う

うち 、相手 の心 に思 いを馳 せ る ことが でき てい く。 ど うした

ら安心 して描いてもらえるのかを考え、言葉を選んでい く。



やがて絵が本物に近

づいて い くと 同時 に

二人の関わ りも安定

して くるの だ 。 1 回

目を終え、まるで伝

わって いな い こと に

愕然としながら、再

度挑 戦 を して い く。

様々な感情や嫌な関

わりを実感 しつつ、「2 人 が安心 して心地よく絵を描 くために

どうするのか」を話 し合い、 2 度・ 3 度 と この F A X は時 間

を超えてまでも続け られた。

終わってから「言葉だけで伝えるのがこんなに難 しいとは」

「 伝わらな くて大変だった」「相手とのイメージのズレが大変

だったけど楽 しい」「相手 とイメージが共有され、分か り合

える と とて も≠香しい」「面 白い し、ま たや りたい 」 こん な 感

想が出た。そ こには関わ りを遠ざけない姿がある。まさに

「 権利」が身近なものと して迫 ってきている。す ぐ答えは出

なくても、子 どもたち と この ことを しっか り積 み重 ね てい き

たい。

子 ども と大 人 がパー トナ ー と して共 に生き る関 わ りを考 え

ていこう ！と始まった 「子どもの権利条約推進活動」の取 り

組みも今年で8 年 目を迎えた。もともと児童館の職員．時代に、

子どもも大人 も 「関わ りの 中 で 自分 ら しさ を発揮 」 してい く

ことの 不 自由さ や窮屈 さ が、 関わ りを遠 ざ けて いる よ うに感

じた私 は、「権 利 」 と い う問是喜を 理屈 で はな く、身 近 な関 わ

りのな かで 実感 して い くよ うな ことが で きない か 、と考 えて

いた。そこで権利を 「自分のやりたいことを通す主張」とい

うイメージではなく、「色々な場面でお互いがぶつかり合い、

それぞれの意見を尊重 しなが ら。どうした ら問題解決に向か

つて い くの か 、そ の 基 準 と な る もの 」 とと らえ 、 テー マ を

「 関 わ りの 中 に権 利 あ り ！」 と した。 そ して 、 自分 と 向き 合

い、他者 と向き合い、その中で起こる様々な関係性を実感 し

ながら何かを成 し遂げていく、というスタイルの表現あそび

ワー ク シ ョップでや ってみ よ うと思 った。

さ らにその ことを通 して互 い にその気 にな った り、安心 し

たりして、心地よさを実感できるようにと考えていた。表現

あそびにおける様々な関わ りは、恥ずか しさ・不安・緊弓長・と

まどい・遠慮・対立・葛藤など、次から次へと湧き出る感情

と向き合いつつ、（あそびの持つ魅力）や （面 白さの力）に

より、そ こか ら逃 げず 、少 しず つ少 しず つ 、ど う した らその

先に行けるのか考えさせられるものであ り、やがて相手を意

識し、 しっか り見 、聞 き 、受容 し、共感 し、さ らには付 けた

し提 案 して い く、とい う関わ りを見 つ け目的 を達成 してい く

世界だと思 っている。

こうい った体験の積み重ねが 「権利」という、「関わ りの

中で起こる意見を調整 していく基準になる力」を磨いていく

ことに なる ！と確 信 して いる。 関わ りを 遠 ざけな いた めに ！

権利を自らのものとするために ！改めて思う「関わりの申に

権利 あ り ！」 と。

C A P プログラムの展開

C A P はC h ild Assau托Prevention（子どもへの暴力防

止）の略で、人権概念についてわかりやす く話 し、い じめ、

痴漢、誘拐、虐待、性的暴行などの暴力か ら自分を守るため

に子ども自身 に何ができるかを一緒 に考えるプログラムであ

る。 この プロ グラム は 1 9 7 8 年 にア メ リカ のオ ハイ オ州 コロ

ンバスにある 「レイプ救援センター （通称W A R ）」で開発さ

れた。あるとき、小学生がレイプされる事件があり、その事

件を矢口つたまわ りの子 どもたちがおびえて、情緒的に不安定

になることがあ ったため、W A R の メ ンバーが、子どもたち

の安心感を取り戻すために、さまざまな分野の専門家の協力

を得て、 C A P プ ログ ラムを作 りあげた。

19 8 5 年 、森田ゆりによって日本に紹介され、現在、世界

1 6 力国で実施されている。日本では、 1 9 9 5 年 に C A P プ

ログ ラム を 実 施 で きる C A P スペ シ ャ リス トの養 成 が 始 ま

り、養成訓 練 を受 けた C A P スペ シ ャ リス トは各地 域で独 自

にグループを作 って活動を始め、現在、すべての都道府県に

ひとつ以上 （全国で 15 0 以上）のグループがあり、それぞれ

に各地の学校や社会教育、福祉施設などで子どもにも大人に

小 林 明 子 （C APネットしが）

も楽 しく分かりやすい防止教育を行っている。 1 9 9 8 年 には

各グル ープ のネ ッ トワー クセ ンター と して C A P セン ター ・

J A P A N が設立され、全国の グループの支援活動を実施 して

いる。

センターが実施 した統計調査 （2 0 0 4 年 4 月～ 2 0 0 5 年 4

月）によると、この 1年 間 にC A P プロ グラムを受けた子ども

は約2 6 8 ，0 0 0 人、おとなは約 16 6 ．0 0 0 人である。

C A P プロ グラム は、暴 力 か ら身 を守 る ノウハ ウを教 える

だけではな く、子 どもの人権意識を育てることによって、子

どもの力を引き出すことを目指 している。子どもは誰でも安

心して 自信 を持 って 自由 に生 きる権 利が ある とい うこ と、暴

力は この 3 つの 権 利を 侵す ことであ る ことを 矢口るこ とで 、暴

力の被害にあいそうにな った時に大声を出して逃げたり「い

や」と言 った りできる 。ま た、そ のこ とを誰か に話す こ とで、

子ど も 自身 が 自分の 力を再 確認 した りサ ポー トを受 け た りす

ることが可能になる。子どもたちをサポー トできる地域を作

ってい くため、全国の C A P グループは活動を続けている。

（ 参考文献 ：C A P センター・JA P A N

子どもの権 利条約 第 82 号・ 200 6年 1 月15 日号

：：芸迦



子どもの人権テーブル

くまもと子どもの人権テーブルが発足 したのは 1 9 8 9 年 4

月。これまでにわたしたちが行 ってきた 「権利学習」の取 り

組みを紹介 したい。

①ビデオ 「子どもとともに、子 どもたちヘ ー熊本発 子どもの権利

条約 －」の制作と貸 し出し（1 9 9 0 ～ 9 4 年）

子どもの権利条約批准 に向けた学習会で役立つツールを作

ろう、 とい うこ とか ら作成 。熊 本で は イベ ン トを しても参 加

者の顔ぶれは概ね同 じ。ビデオであれば、自宅でも職場でも、

クラスで子 どもたちに観てもらうこともできる。条約の解説

をするのではな く、熊本の子 どもたちの姿や思いを紹介 しな

がら、そ れ らと条 約 との繋 が りを考 え ても らうこ とを意 図 し

たもの。手作 り感あふれる出来栄えだが、熊本の多 くの子 ど

もたちの参加、協力を得て完成 した こと、予想以上の貸 し出

し依頼があり、子どもたちに視聴されたことが成果といえる。

②C A P（子 どもへの暴力防止）プログラムの提供 （1 9 9 4 年

～現在）

わ た したち が 日本版子 どゃ ワー クシ ョップ シナ リオ を作成

する際、アメリカ版には無かった 「権利の定義」を付け加え、

C A P の キー ワー ドであ る “S a fe ．S tro n g ＆ F「e e ”に 「安

心、自信、 自由」 とい う日本言吾を充 て 、9 4 年 に日本で 初めて

C A P 子 ども ワー ク シ ョ ップ を実施 した。 しか し、その 後 同

プログラムが全国に広まるにつれ、人権教育的側面が誇張さ

れ、「C A P をする と人権 がわ かる」とい う誤解 を招 くことに。

同プログラムの目的は人権教育ではなく、人権概念を使 った

砂川 真 澄 （N P O 法人くまもと子どもの人権テ丁ブル）

暴力防止教育なので、安全に関わる権利が主題であ り、補足

なしでは人権入門として不十分である。 しかも、子 どもの権

利条約採択前にアメリカで開発されてお り、条約との接点も

ない。同プログラムが日本に広がり、民間の安全教育のひと

つと して定着 したことは評価できるが、今後は各 C A P グル

ープの質が問われるだろう。

③ワークショッフ 「パイナ ップルラン ドの子どもの力 になろ

う」（2 0 0 0 年 一一現在）

子どもとおとなが一緒に参加する人権学習をしたい、とい

うことから始めたグループワーク。おとな、子ども （主に小

学生）の各グループにパイナ ップルラン ドの子どもの悩みが

綴 られた手紙が届く。子どもグループは話 し合って返事を書

き、おとなグループはその悩みの解決に役立ちそうな子ども

の権利条約条文を探す。それぞれ模造紙に書いて発表。子ど

もグループの手紙か らわた したちが学ぶ点が多い。

④ ワー クシ ョ ップ 「子 どもの権利 トー クバ トル」（2 0 0 1年 ～

現在）

少年法改悪の後、説得力アップの必要性を感 じ、主に内部

研修に取 り入れている。複数チームをつくり、子 どもの人権

に関係するテーマについて肯定派 と否定派を割 り当て、作戦

会議の後、交互に主張を展開。観客がどち らに説得力があ っ

たかを判定 し、その後全体デ イスカッシ ョン。これまでのと

ころ、否定派が勝つ傾向にあ り、わた したちの権利学習の課

題が明らかに。

「 権利学習／教育」の限界と課題

一 子 どもの権 利 ファシ リテーターとしての経 験 か ら－

フ ァシ リテ一 夕ー と して多 くの ワー ク シ ョップを 実施 させ

ていた だ い て きた 。 ワー ク シ ョ ップの テー マ は 、 環境 ・ 開

発・平和・人権・多文化共生などの地球的課題で、それ らを

包括的に 「グローバル教育 （＝地球市民学習）」と呼んでい

る。子どもも大人も共 に、地球上 に生きる 「地球市民」と し

ての役割や責任を担えるようになることが、その目標である。

「子 どもの 権利 条約（以下 、 C R C ）」 に 関す る ワー クシ ョ

ップを一時期ずいぶんと担当させていただいた。子どもたち

（ や親 ノ と 一緒 に C R C を 自分 達 の吉 葉 で表 現 し直 した り、

㌫

澤∃を日本の状況の中に置換えたりする作業は

権利条約 第 8 2号 ・ 200 6年 1 月15 日号

桜 井 高 志 （桜井・法責グローバル教育研究所）

楽しいだけでな く、必ずしも幸せとはいえない現代の子ども

たちの日常と向き合 う有意義なものだ。 C R C を途上国の問

題として捉えるだけではなく、自分達の問題として認識する

とい う作 業を くぐ り抜 ける こ とは、再 度 、世界 の子 ども たち

の現状へと眼を向けることにもつながった。

しか し、漠然とした不充足感もあ った。何かが足 りなかっ

た。そんな時、 rヒューマンライツ』（明石書店）の 「権利と

責任」 と い うアク テ ィビテ ィを思 い出 した。 著者の D ．セ ル ピ

ー氏と共催 したカナダで実施 したセミナーでは「権利と義務」

と資料の翻訳を間違えたが、日本か らの参カロ者はあまり疑問



を持たなか った。私たち 日本人 にとっては、「権利 と義務」

という表現が一般的であ り、「責任」 に対 しては 「自由」が

その対概念として定着 していたのだ。（今でもそうだろう。）

ここに日本の「権利学習」の限界があるのではないかと考

えた。異民族・異文化が共生 してきた欧米の市民社会の中で

は、「権利」の主弓長は相手の権利を尊重するという他者に対

する 「責任」と切 り離せない。ところが日本の場合は、個人

の「責任」よりも国家 に対する「義務」と対応させて しまう。

日本の村落共同体的な社会がいけないわけではない し、その

実情を考慮 しない「権利学習」は絵 に描いた餅に終わる。今

後の 「権利学習」は、市民教育との併行によって成熟 し、よ

り定着 してゆ くのだ と思 う。

行政の権利学習への取組み

一川崎市教育委員会「権利学習」教材の編集 と普及－

田中 真 書 男 （川崎市立桜本小学校教頭／前教育委員会人権・共生教育担当）

1 条例の制定と子どもの権利学習

2 0 0 0 年 1 2 月全国に先駆けて総合条例と して制定され、

2 0 0 1年 4 月に施行された 「川崎市子どもの権利に関する条

例」 も この4 月 で丸 5 年 を経 過 しよ うと して い る。 当初 よ り

求められてきた子 ども自身の権利学習の必要性から小学生版

子どもの権利学習資料 「みんな輝いているかい」・中学高校

生版 「わた しもあなたも輝いて」およびその指導資料が 1年

目の 2 0 0 1 年 1 2 月に作成配布された。条例の趣旨を伝える

資料としては 1 年目より活用されてきたが権利学習 という本

来の意味での活用には各学校における教育課程も編成された

後の配付ということもあ り十分に時間をかけた取組みには生

かしきれていない面があ った。

2 子どもの権利学習資料の改定

そのような面から2 年目か らも「子 どもの権利学習資料作

成委員会」の場で学校での活用を前提 とし、より子どもが参

カロしやす くその実態に合 った権利学習資料へと改定を重ねて

きた。上記の 2 種は本年度版で 5 版目とな り、あ らたに小学

校1年生用版 「かがやき」も発行され 3 種類の権利学習資料

が配付されている。同時に、2 0 0 2 年 5 月には川崎市総合教

育センターにより「子どもの権利学習を進めるための教育課

程の編成」という実践事例や学習展開を掲載 した指導資料を

作成 し教育課程上への位置づけを求めた。同センターの 「児

童生徒指導研究会議」においてもこの冊子を活用 した時間を

含めた小中学校における権利学習の実践に取組み成果を報告

してきた 。

3 様々な権利学習普及への取組み

さらに、教育現場での子 どもの権利学習への取組みを広げ

るために各学校の職員研修においても 「子どもの権利」を取

り上げる学校がふえ、年間約三十校のペースで教育委員会よ

り講師を派遣 してきた。2 0 0 3 年度か らは、教員の初任者研

修においても活動を通 しての子どもの権利学習を取 り入れ、

昨年度からは各校の人権尊重教育担当者の集まる研修会でも

各区ごとに参カロ型権利学習を実施 しよ り多くの学校でまず教

職員が子 どもの権利学習を実感を持 って体験できるような機

会を提供 してきた。4 年 目となる2 0 0 4 年度には教職員向け

にもう一度子 どもの権利の基本的な疑問に答える「子どもの

権利 Q ＆A 」を作成 し2 0 0 5 年 4 月に教職員全員を対象に配布

した。

4 子どもの権利学習は今

昨年 1 2 月に開催された 「川崎市子 ども集会」の場では川

崎市子ども会議の活動報告と同時に 4 行政区の子ども会議と

2 中学校区の子 ども会議の活動報告が行われた。そこに見る

子どもたちの姿は今までにも増 して、自分たちの要求を主張

するだけではな く子どもを取 り巻 く様々な問題に対する自分

たち子どもの姿勢を振 り返り、それに対する自分たちにでき

ることをも含めた真剣な意見を報告 した上で学校や行政に対

する意見表明を行う場になった。これは、各種子 ども会議の

場に参加する子 どもたちや支えるスタッフによる継続 した権

利学習の成果であると実感 した。子ども集会では報告のでき

なかった他の行政区子ども会議・中学校区子 ども会議の取 り

組みと同時に各学校単位の学校教育推進会議の場での子ども

の意見反映なども含め着実に深まりが感 じられるものであ っ

た。今後の課題としては、子どもの権利と一番かかわりの大

きい学校教育の場で着実な権利学習への取組みが進めされる

ように教育課程上に位置づけていくための条件を整えていく

ことが大切であろう。

子どもの権利条約 第 82 号・ 200 6年 1 月15 日号 ∠』



l l 誹

第13固「子 どもの権利条約フォーラム in しが」開催報告

甲津 貴 央 （子どもの権利条約フォーラ山 ∩しが実行委員長）

平成 17 年 1 2 月 3 日・ 4 日の両 日に萱 り、滋賀県近江八幡

市所在の滋賀県立男女共同参画センターにおいて、二日間で

延べ約5 0 0 名の参加者を集めて、標記フォーラムを開催 しま

したので、以下、報告します。

1 ．まず、本 フォーラムは、当初は、主として滋賀県内で子

ども に関わ る活 動 を して いる N P O の 有 志 によ り6 月 頃 か ら

逐次結成された 「大人実行委貴会」 により企画・運営されて

いましたが、これに、夏からは、県内で活躍する子どもたち

のグループ有志で結成する 「子ども実行委貴会」がカロわり、

企画・運営の一翼を担 うようにな りま した。ここで、大人と

子どもとの両者を繋 ぐ役割 として、 3 名の 「ユース実行委鼻」

の存在は不可欠なもので した。

2 ．さて、本フォーラムが「子 ども条例」制定を検討中の滋

賀県 において開催された意義は重要なもので した。実行委員

皆、本フォーラムが条例制定を後押 しするものであって欲 し

いと願いま した。そのため、本フォーラムの中心 に、「子ど

もに権利を認めること」及び 「子 ども条例を制定すること」

という二つの意義を根本から問う企画を据えることとしま し

た。もちろん、子 ども実行委異にも半 日掛けて趣旨を説明 し、

了解を得ました。

3 ．フォーラム第 1 日目は「全体会」。テーマを 「子 どもに権

利を認 める と どうな るか 」 と し、 内容 を、 大 き く 「寸劇 」 と

「 パ ネルデ イスカ ツシ ョン」の 2 部構 成 と しま した 。

（ D さて、第 1 部は、沖島小学校の生徒さんによる沖島太鼓の

演奏により始まり、これに子 ども実行委員会企画・出演の

寸劇 3 本が続きました。内容は、子どもたちが日常接する

場面に置いて遭遇する人権侵害事例です。そ して、子ども

の人権を認めている家庭と認めていない家庭での対応を比

較 した大人実行委異企画・出演の寸劇 1本がカロわ りま した。

滑 り出 しは好調で、翌朝の新聞 4 紙がその成功を大き く報

道 してくれま した。もちろん、地元放送局やケーブルテ レ

ビも挙 って報 道 して くれ ま した。

②第 2 部は、最初に、翌日のテーマである 「子 ども条例制定

の意義」に繋げるための報告3 本。内容は、（D 滋賀県が行

つた子どもの権利状況を巡る 「実態・意識調査」結果、（a

全国の子ども条例制定の動き、③滋賀県子ども条例検討委

員会が県に提出した「報告書」概要です。そ して、これら

の報告を踏まえて、大人 3 名、子 ども7 名によるパネルデイ

ス カ ッシ ョンに移 りま した が、 当初 、子 どもたち か ら上手

く発言を引き出すことができず、会場から、「子どもの目線

に立 った企画でない」と批判されま した。 しか し、この発

言が契機となつて、以降、会場、ステージ入 り乱れてのバ

』ゝ
トル トー クが始 ま りま した。荒 れるパネル デイスカ ッシ ョン

子 どもの権利条約 第 82 号・ 2 006 年 1月 15 日号

子 どもの権 利条例 フォーラム2 0 0 5 in しが 実行委鼻会

に、実行委員長としては、ハラハラするやら面白いやら、し

かし、冷や汗ものの展開に、いろいろ考えさせられました。

③その後、東京シュー レの寸劇、そ して、子どもたちとの交

流会。会場は、子どもたち約 1 0 0 名の熱気に溢れま した。

中でも、子ども実行委員の面々は、自ら成 し遂げた成果に

自信か らくる満足そうな笑みを浮かべて、元気に交流を楽

しん でい ま した 。

4 ．フォーラム第 2 日目は「分科会」。 2 2 の 参加団体が日頃

の活動をテーマに、ワークショップ、勉強会、遊びの広場等、

それぞれに企画・実施 してくれま した。

さて、実行委員企画は勉強会で、テーマを 「子 どもの権利

保障のために、子 ども条例の制定は不可欠か」 と して、午

前・午後 を通 して、基調報告を聞いた上で議論を行いました。

①まず、午前の部では、条例制定直後の自治体（目黒区）と制

定検討中の自治体（小金井市）のそれぞれの担当者から、子

ども条例制定への「熱意や構想」、これを実現する 「手順や工

夫」、及び「反対勢力の存在」等について報告を頂きました。

（ むそ して、午後の部は、条例制定後一定の成果を上げている

自治体 （川西市・川崎市・多治見市）の担当者か ら、「条例

化」が果たす役割、及び条例を「実施」することの大切さ

について報告を頂きました。

③午前・午後を通 しての議論で確認されたことは、子どもの

権利保障に果たす子 ども条例の役割の大切さや、子ども条

例の精神を維持するための不断の努力の大切さで した。そ

して、何事にも成果を求め られるようになってきた行政施

策において、子ども条例制定の成果は、子どもたちか ら、

「この町が好きだ」 とい う評価をもらえることに顕れるの

ではないかということが議論されました。

5 ．フ ォーラムは、最後に、八日市養護学校 O B によるエイ

サーの実演と、それに引き続 く子ども実行委員による「大会

宣言」 によ り閉幕 しま した 。そ こで は、 フ ォー ラム の成果 と



して、子 どもの権利を実現するのに大切な以下の 3 点が確認

されま した 。

（ D 子ども大人関係なく、お互いの権利を認め、考え、主張で

きる ことが、子 どもの 権利の ス ター トライ ンであ る。

②子どもの権利を社会において保障 していくためには、権利

の認識を大切 にした子ども条例の制定と、それを見守 り、

見直し続けることが大切である。

（ 彰子どもも大人もー人の人間として支え、支えられ、一緒に

ゆ っく りと話 し合 うことが大 切 である 。

6 ．さて、私が、子ども実行委員との共同作業を介 して感 じ

たこと は、

①子どもと大人のパー トナーシップの実現には相互理解が不

可欠であるが、そのためには、大会宣言にあるように、時

問をか けて ゆ っく り話 し合 うこ とが大切 であ ること

（ さ子 どもは、時間は掛かるが、信頼すれば必ずその期待に応

え て くれ る存 在で ある こと

③子 どもの権利保障は、子どものみならず大人にとっても利

益であることです。

7 ．本フォーラム終了後、子ども実行委員の保護者から、子

どもが不登校か ら脱 した等といった嬉 しい報告が相次いでい

ます。フォーラムを通 して、自己の存在価値を確信 したこと

の成果だと思います。自己の権利の行使が、彼に自信を与え

た成果だと思います。

最後 に、本 フォーラムの成果が、子どもの権利の保障や、

滋賀県子ども条例の制定にとって、良い影響となって顕れる

ことを祈 ります。

子ども実行委貴会について

谷 口 久 美 子 （子どもの権利条約フォーラ山 ∩しが事務局）

一人づつ しっかりと大会宣言 を読み上 げる子どもたち。そ

れを横で じっと見守るユースたちの姿を舞台の下か ら見なが

らこのフォーラムを準備 してきた大人たちは胸を熱 くしてい

ました 。

昨年 1 2 月に開催の呼びかけを受 け、 5 月 2 3 日の第 1回実

行委員会以後7 回の実行委員会を重ねま した。9 月 1 7 日から

は子 どもの実行委員会をユースを中心に組織 し、 “全体会は

子どもたち企画でや りたい。” という子どもたちの思いを大

切にして、 9 月 後 半か らの3 ケ月 、子 どもたちも、ユースも

そしておとなたちもーつになって準備を進めま した。 “権利

とか人権とかなんか難 しい。でも誰にとっても関係のある大

事なもんやと思 うねん。けどただ教わるだけではその場だけ

大会

で終わ ってしまうやん。やっぱ自分で考えるか らこそ、普段

の生活で自分 らの権利を感 じられる。皆で考えて、他の意見

を聞いてまた自分で考えるってことも大事 じやないの ？いろ

んな権利について考える分科会 って、なんか地球博のパ ビリ

オンみ たい で おも しろそ う。” と フ ォー ラ ムの タ イ トル を考

える実行委員会の中で語 つた子 どもたち。

取 り組むプロセスの中で、そ して当日も考え、戸惑い、悩

み、怒 り、人権について考えあった子どもたち。そ しておと

なたち。その思いをエンデインクの大会宣言に込めたのです。

この取 り組 み を通 して でき た この ネ ッ トワー クを 、今後 につ

なげていきたいと子 どもも、おとなも今、弓重く思っていると

ころ です。

丘l・・≡≡
旦己ヨ

日本が子どもの権利条約を批准 してか ら1 0 年 が経ち 、2 0 0 4 年には日本 は国連か ら2 度目の勧告 時期 を迎えま した。国連会議

の場では、日本政府の勧告 と子ども連の訴えのズレが浮き彫りにされ、「1度 目の指摘が、十分改善されてない。教育制度の過度な競

争的性質が、子どもの肉体的・精神的健康 に悪影響を及ぼ している。」と再び勧告を受けました。

他方、滋賀県では、 19 9 8 年より県独自の子どもの権利条例を作ろうとする動きが始ま り、今年5 月知事へ子ども条例検討委昌会に

よる報告がされました。 しか し、この報告 に対 して一部の大人か らは「子 どもに権利を認めたらむち ゃくちゃになる」などの意見も

あり、子 どもの遊ぶ権利や、休む権利、意見表明権が盛 り込まれな くなる可能性があります。

そのような中、私たちは 「議会ジュニア」が結成され、「子どもの子どもによる、子 どものための街づ くり」に取 り込むまれている

ここ滋賀県近江市に集まり、2 日間にわたって学習交流をしました。このフォーラムにおいては、会場の子どもたちの意見により、子

どもと大人の認識の違いを確認することができました．子どもの権利について、私たちは分かっていたようで分か っていなかった。

怒りや涙もあったけれど、それに気づいたことが一番大きな一歩になったのではないで しょうか。

そ して権利 とは認める認めないではな く、誰もがは じめか ら持 っているものであるという共通理解を持つことができました。まさ

に「自分で、そ してみんなで考える愛・ 人権博」なのです。

そ して私たちは子どもの権利について、次の3 つの大切な点を確認いた します。

①子ども、大人、関係な く、お互いの権利を認め、考え、主張できることが、子どもの権利のスター トラインである。

②子どもの権利を社会 において保証 していくためには、権利の認識を大切にした子 ども権利条例を制定 し、それを見守 り、見直 し続

けることが大切である。

③子どもも大人もー人の人間と して、支え、支え られ、一緒にゆっくりと話 し合 うことが大切である。

これから先、何度も何度も子どもと大人の意見がぶつかると思 うけれど、そんな壁を乗 り越えて、子どもと大人が堂々と意見を言

い合えるような社会 にしていきまフォー ／J

以上のことを宣言します。
2 0 0 5 年 1 2 月 4 日 子 ども権利条約フォーラム2 0 0 5 in しが

子どもの権利条約 第 8 2号・ 2 006 年 1 月15 日号
詔



l l 報

子 どもの権 利条 約 フ ォー ラム2 0 0 5 in しが の第2 日目に は 、22 団体 が分 科会 を行 い ま した。 ここで は 、参 加団体 の うち 、4 団体 を絃 介

しま す 。

島小 手どもの権利憲章をつかっていきたい

島小では毎年 2 月になると 「子 どもの学校通信簿」 を6 年

生の運営委員が集計する。その集計を初めて 「何これ、6 年

生への文句ばっかりやん」と怒 りがこみ上げてきた。しか し、

集計を進めると「体育館の使用割 り当てを守 らない 6 年生は

いやだ」と 1 ，2 年生が率直に書いていることが分かつてき

た。そうすると、は じめ怒りだったもの次第に、困惑に変わ

つていった。「このままでは卒業できない」 この思いが 「島

小子 どもの権利憲章を作ろう」 と発展 した。中心になった恵

は作りたい理由に 「みんなにいやがられたまま、怖い人やと

思われたまま卒業 していいのか」「最後に自分たちが残せる

ものはないか」と書いた、そ して、「あの人達がいてよかっ

た」 と思われるようにな りたいと書いた。さらに恵は社会科

資料集の憲法学習のページを開けて、「私たち島小の者が本

来望むことはみんなが助け合い F自由』というお互いの権利

を尊重 しあい、また、 r自由』のもた らす意 を全学年に渡っ

て確かなものと して…」と前文を書き続けた。 6 年は恵の提

起を受け、全8 条からなる憲章を完成させ、私に託 した。

しか し、教職員は 「子どもの生活のルールづくり」 につい

て揺れていた。それが最高潮に達 したのは今年度の生徒指導

方針をめ ぐっての時だ。「子 どもには有無を言わせずきかせ

ることがある」とい う意見が出、「そんな大事な ことな ら、

子ど もに話 して き かせ て も納 得 して や る で しょう。」 と反 論

が続いた。さらに論争は続き、「昨年の6 年生が作 った 『権利

憲章』を生か してほ しい。『～ しなさい。』ではなく『～でき

る。』と子どもを学校の真の主人公 にしたい」「私は r権利憲

章』のことは、授業でのことだと捉えている。」「授業と生活

は不可分なもので、授業の結果、生活が変わった。そうなっ

て初めて授業が成立 したと言えるのではないですか。」 さら

に続けて、「昨年の6 年生は確かに学校のルールを守 らなかっ

たと ころが ある 。 しか し、そ の 自分 た ちの や ってき た ことを

『 子どもの学校通信簿」で見直 し、六年生を送る会で謝罪 し、

F 島 小子 どもの権利憲章』というものを残 したという点は大

醍
1 と思う。これは、子どもたちが積極的に学校のルールづ

子どもの権利条約 第 8 2号・ 20 06 年 1月 15 日号

植 田 一 夫 （近江八幡市立島小学校）

くりに参加 でき ると いう ことを示 して いる と思 う。」

私は今年も6 年生の担任になった。子どもたちに、先輩た

ちの贈 り物 「島小子どもの権利憲章」を伝えた。「作 りたい

理由」を朗読 した。「先輩たちは自分たちがいやがられてい

ること につい て何 とか しよう と思 ったの はす ごい」 とい うよ

うに、ある意味で彼らには横暴に写っていた先輩が、こんな

風に自分たちの ことをとらえ、こんな風に行動 していたこと

は、驚きだったようだ。そ して、同時に尊敬できる先輩と彼

らの中に位置付いた。

子どもたちは、島小子 どもの権利憲章について「先輩が残

して くれた島小子 どもの権利憲章。これはすごい と思った。

これを僕たちの言葉で改造 して、次の 6 年に託 していきたい。」

「 私は先輩たちはす ごいと思った。この島小 に権利憲章をつ

くり、後輩にまわす。これは他の学校ではあま りしていない

と思うか らです。私たち 6 年生はこの権利憲章にちょつと付

け加 えて下 に まわ す。 これ を・繰 り返す こ とによ り、 き っと島

小がもっと良くなると思います。」子 どもたちは、先輩が考

えた「島小子どもの権利憲章」をしっかり受けとめてくれた。

島小の生活に根ざ したものがたくさん彼 らの手によって付け

加え られ、後 輩 に伝 え られよ うと している 。

私はここまでの実践を報告 し、今後の方向について提案を

した。教職員の中では6 年生の子ども達の作った権利憲章を

豊かにとらえる討論が続き、恒常的な憲章にしないでゆるや

かに発達 段階 に合 うもの を構想 しよ うとい うこ とにな った 。

いよいよ、権利憲章を提案する児童書総会が開かれる。6 年

の子ども達は自分たちの言葉で作り変えた 1 3 条 に及ぶ憲章

（ 資料参照）を提案するのにどきどき していた。提案 した 6年

生に 3 年生が手を挙げて 「体育館使用割 り当てを守 っていな

いのは 1条に入るんですか ？」この発言を機に、中学年中心

の日に、高学年がた くさん入 り遊んでいる実態が明らかにな

った。「そんなに中学年中心 で遊びたいなら、高学年の 日は

追い払 っていいですか」「じや中学年もそう していいですか」

と言われて高学年が「うっ」と詰まるシーンもあって議論が



深まった。さらに、 3 年生が 「あだ名のことは何条に入るん

ですか」6 年生は「それは前文の 『言葉の暴力』になります」

「 第一条の楽 しく生活できるにも入 ります。」と答えた。教職

員はこの総会を「子ども達は困ったことをどこへ出したらい

いのか分からなかったので満足 していま した。」「やんちやで

遊びたい子がよか ったと声を挙げている」 と評価 している。

そして、第2 回目の児童総会を 1 月 に開くことを決定 した。

6 年生は前文の 「自由のもた らす恵みとは何か」を考える

宿題をみんなからもらった。「この総会の続きが したい」と

言っていた5 年生がどんな憲章を自分の言葉で作るのか楽 し

みだ。

島小 子 どもの権利憲章

2 0 0 5 年 1 2 月8 日 提案者 6 年生

1 ．作 りたい理由

僕たち私たちは6 年生は、『先輩か らの贈 り物』をもらいま した。それは 「島小子どもの権利憲章」というものでした。

その島小子どもの権利憲章を見て、僕たち私たちは、先輩は、自分たちがやったことを反省 して、島小のみんなの気持

ち を考 えて 、作 って す ごい し、8 条 もの憲 章 を作 った のは 矢口らな か った の でび っく り しま した 。 しか し、先 輩 は広め る

前に 「卒業」 となって しまいま した。僕たち私たちは、こんな大切なものを6 年生だけで持 っているのはも ったいない

と思い、「島小子どもの権利憲章」を広めることに決めま した。

そこで、僕たち私たちなりに「島小子どもの権利憲章」を自分たちの言葉で作 り変え、 1年から5 年の人たちに伝える

ことにしま した。それを繰 り返すことによってきっと島小がよくなると思います。先輩が作った F島小子どもの権利憲

章』を島小の 【宝物】にしたいです。

2 ．前 文

私たち島小の者が本来望むことは、みんなが仲良く助け合い、『自由』というお互いの権利を尊重 し合い、また、 F自

由』のもた らす恵を全学年にわたって確かなものと し、決 して 「い じめ」「なかまはずれ」「暴力・言葉の暴力」などで

おどしたり解決 した りせず、島小の伝統ともいえる 「児童総会」や 「話 し合い」を角牢決の方法とする。そ して、どんな

子でも意見を出 し合い、子どもの力・先生の力を両立 しながら、一人 ひとりが楽 しい学校生活を送れるようにいつでも

力を合わせ努力する。

第1 条

第2 乗

算3 条

第4 乗

算5 乗

算6 条

第7 条

第8 条

第9 条

第10 条

第1 1条

第1 2 条

第1 3 条

島小の子 どもは、楽 しく生活できる権利がある。

島小の子 どもは、分からなか ったら、みんなに教えてもらうなど、学習できる権利がある。

島小の子 どもは、一年から六年まで全員平等である。

島小の子 どもは、 ビオ トープをふくむ島の自然全部を大切にし、島の自然を守る権利がある。

島小の子 どもは、講師や先輩を呼べる権利がある。

島小の子 どもは、一人でも児童総会を開けて、気軽に質問や意見を言い合って、学校をいろいろ変えていける権

利がある。

島小の子 どもは、いろんな人と自由に楽 しく遊んだり、休む権利がある。

島小の子 どもは、好きなクラブを計画して作る権利がある。

島小の委員会は、子 どもが作 り上げ、自由に入れる委員会がある。

島小の子どもは、ビオ トープ係やW in g のような学級をこえた係やグループを作る権利がある。

島小の子どもは、『先輩からの贈 り物』がも らえる権利がある。

島小の子どもは、島小の しくみや良いところ、悪いところを発表できる権利がある。

島小の子 どもは、一人で大変なとき、いつでもみんなに助けてもらい、最後までやりとげる権利がある。

子どもの権利集約 第 82 号・ 2 006 年 1 月15 日号

』



アドラー心理学に基づ く子育て ＆ミニ講座

－『親が変わる、教師が変わる』これが出発点 才一

私たちは 日本ア ドラー心理学会に所属する学習者 として

r 子 どもの権利条約フォーラム2 0 0 3 in 川 西 』以来ア ドラー

心理学の育児プログラムに沿 ったワークシ ョップの分科会参

カロをさ せて いただ いて います 。

その関係か ら学会と しても『子 どもの権利条約』普及の必

要性や権利条約 ネ ッ トの活動などについて理解を深めよ う

と、翌 2 0 0 4 年 1 0 月 には日本ア ドラー心理学会第 2 1 回新潟

総会で喜多先生 に特別講演をお願いし、お互いに子どもとお

となとの関係を改善 してい く目標を持っていることを確認す

ることがで きま した。

子 どもの行動を子 ども自身の選択 と決断にゆだねる こと

で、行動面での 『自立』や 『社会 との調和』を目標におくア

ドラー心理学の育児プログラムでは、行動を支える心理面へ

の働 きか けと して F自分 には能力がある』『人々 は仲間だ』

と子 ども が感 じる よ うな コミ ュニケ ー シ ョンを お とな （＝親

や教師）が学習 します。

実際の育児 プログラムは8 章にわた って組み立てられてい

澤 田 裕 子 （アドラー心理学会学習グループ）

て、家庭や学校における参加者 と子どもとの現実のやりとり

を題材にして進められます。これを応用 して分科会のワーク

では最初の 1～ 3 章から抜粋 した提案である 「勇気づけの育

児」や 「賞罰のない育児」そ して 「子どもの話を聴く」など

を用い るた め には どうす れば よい かを 、 フ ァシ リテ一 夕ー の

リー ドの も と に参 加者 が グルー プ デ イスカ ッシ ョンで 話 し合

います。これは育児プログラム全体の位置づけから見るとお

となと子 どもが話し合える関係を築くための土台作り、基礎

工事と我々ア ドラー心理学の学習者が認識 している段階です。

権利行使の主体である子 どもに権利意識を学習 してもらい

たいと願うならば、まずおとなが子どもの人権を認めた行動

とは何かを学習することが必要ではないかと思います。子ど

もの人権学習か ら始まった権利条約フォーラムヘの参加活動

とア ドラー心理学の学習を並行 して続けてきた一個人と し

て、おとなの側の学習にはア ドラー心理学の提案が適 してい

るのではないかと考え、分科会参加の試みを続けていくつも

りです。

紙芝居でつづる亨 どもの ？あれ これ

「子どもワーク会議」は、子 どもの権利について考えてい

ます。

現在、毎日のように新聞やテレビで子どもが虐待されたり誘

拐されて殺されたりしているという報道されています。それは、

子どもの権利にかかわ り「安心 して暮 らせる権利」や「親から

虐待されない権利」が明らかに守 られていないことです。

このほかにもいろいろな子どもの権利が守 られていないこ

とが あ ります 。

そのために私たちは、どんな ことが子 どもの権利であるの

かとうことを話 し合って、その子どもの権利が家庭や学校で

守られているのかということを考えてきま した。具体的には、

人権 フェスタに参加 して 「子どもだからタメ」と言われたこ

とな どおか しい な と思 ったこ とを エ ピソー ドに して 、大人 と

子どもで話 し合 ったり、意見を言 った りする活動を通 して、

子どもの権利条約を広めることに取り組んできました。

このように 「子どもワーク会議」は、滋賀県の県民のみな

さんに子どもの権利について一緒に考えてもらうことを目的

として活動 してきま した。 堀 内 陸 （中 1 ）

子 どもの権利 条約 を何 とか矢口って も らいた いとい うこ とで 、

子どもの権利条約フォーラムの2 日目に「紙芝居でつづる子

院

これ」 とい う分科会 を開催 する ことに しま した。

利条約 第 8 2号・ 200 6年 1 月 15 日号

子どもの権利条約を考える子どもワーク会議

準備では 1 1 月2 3 日（土）に県庁に集まって、紙芝居つくり

を行いま した。 A チームと B チームに分かれ、何についての

紙芝居を作るかの話 し合いを しま した。いろいろと話 し合っ

た結果、 A チームでは義務教育 について、 B チームでは「先

生が0 0 を している所を発見、これでいいのか ？」 について

紙芝居 をつ くる ことに決 ま り、紙芝 居 づ くりを しま した。分

科会本番では、緊張 しながらも、ぽくは少 しでもお客さんに

「 子 どもの権利」 について考えてもらえるよ うがんばり、無

事に分科会を終えることができました。

本当 に うまくでき てよ か った なと思 いま した。

井上膏文（小5 ）

子どもの権利 を考 える子 どもワーク会議



みんなでなくそ う／対人地雷

棄 原 雄 介 （地雷をなくそう！世界子ども委員会・中3 ）

日本では実験用を除いて地雷はありません。しかし今世界

の9 0 カ国で地雷や不発弾が 1 億個に上ると言われ、地雷被

害者は、年間 1万5 千人か ら2 万人にのぽります。この現実を

前に私たちは、2 0 0 3 年の 「全国こどもサミット」、2 0 0 4 年

の「世界こどもサミッ ト」 を通 して、世界中の対人地雷廃絶

のために自分たちにできることを話 し合い、自分たちの力で

『 未来 は変え られる』 との 信念 を強 くする ことがで きま した 。

今年5 月に小 5 から高2 の仲間およそ 6 0 人が集い 「地雷を

なくそう ！世界 こども委員会」を結成 しました。毎月ミーテ

ィングを開いたり、高校生が指導して地雷学習会を開いた り、

スーパーなどで募金を呼びかけた りと、みんなのチームワー

クと力を高めるためにがんば っています。7 月 には愛矢口万博

地球市民村で私たちの気持ちを訴えてきま した。発表原稿は、

世界サミ ットで出会 った県外やさ毎外の仲間、そ して市内の仲

間か ら募集 し、それをもとにメッセージ作成王妊の仲間で悩み

なが ら作り上げま した。［コール絵本もみんなの力の結集です。

そして 1 2 月、子 どもの権利条約フォーラム in しが にて、近

江八幡市のみなさんを前に発表することができま した。発表

した時に座 って見ておられる方は少なかったけど、通りすが

地雷 をな くそ う 世界子 ども委員会

りに少 し足をとめて見ている人がお られて、伝えたい気持ち

が少 し伝わ ったかな と思 い ま した。 また 「うん、 うん」 と う

なずいて くれる人もいて、私たちの気持ちが伝わ っていると

いうこ とが 目に見 えて とて も うれ しか ったで す。今 回の 活動

でどれだけの人が共感 して くれたかはわかりません。 しか し

私たちは、少 しずつでも「輪」が広がっている限 り活動を続

けていきたいと思います ！

小杉町子どもの権利条例の廃止とこれから

一 射水市に合併 して一

問 田 努 （富山県射水市企画総務部少子化対策・子どもの権利班長）

地方自治を取 り巻く環境は、地方財政、三位一体の改革、

税源移譲など、今後ますます厳 しくなります。

このような状況に加え、地方分権社会の到来、少子高齢化

社会の進行や行政ニーズの多様化など、さまざまな行政課題

に対応するため、新湊市、小杉町、大門町、大島町、下村は、

平成 17 年 1 1月 1日に合併 し、射水市 と してスター トしま した。

合併するにあた り、射水地区広域圏合併協議会 を設立 し、

協議 した結果、「小杉町子どもの権利 に関する条例」 は、合

併協議項目の教育制度の取 り扱いの中での調整方針 として、

合併後に順次制定 し施行させるものとして、「子どもの権利

については、小杉町の条例の趣旨を尊重 し、新市において制

定する。なお、現在実施 している関係事業 については新市に

引き継 ぐもの とする。」 こと にな りま した 。

「小杉町子どもの権利に関する条例」は、平成 1 1 年 1 2 月

に条例の策 定 を開始 し、平成 1 5 年4 月 1 日に万引〒しま した 。

策定に当たり、町民ワーク会議、子どもワーク会、策定連

絡会議、世話人会議等 1 0 0 回以上の会議を開催 し、多くの意

見・提言を していただきま した。

「子 どもが伸び伸びと生きること、成長すること」は、ま

さに「子どもの権利」であると考えます。義務とは表裏では

ない、この世 に生を受けたときか らもっている権利です。

全国の不登校児童生徒数、児童虐待相談処理件数、いじめ、

家出等は依然高い水準にあ ります。また、子どもが犯罪に巻

き込まれる痛ま しい事件が相次いでいます。子どもをめぐる

環境は、依然 として悪い状況であると考えています。

全国でも、子どもの権利に関 して、条例を制定 した自治体、

条例制定中の自治体が多くなり、全国的な広が りをみせてい

ます 。

射水市も、子どもの権利に関する条例の制定に努め、子 ど

もたちを守 り、子 どもたちが健やかに伸びやかに育つような

施策を展開していきます。

子どもの権利条約 第 82 号・ 2 006 年 1 月15 日号
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お となに求められる「新 しい力」をはぐくむ

2 0 0 4 年、国連子どもの権利委員会は日本政府に対する第 2 回目の締約国報告審査において国の政策づくりや、自治体の施

策づくりへの子ども参カロを勧告 しました。翌 2 0 0 5 年 には、乳幼児期の子どもの権利に関する一般的意見第 7号を採択 し、赤

ちやんからの子ども参加の重要性を指摘 しました。子どもの意見の尊重や参カロの権利は、思春期以降の子どもだけでなく、も

っと幼い子どもにとつても大切な権利です。話 し言葉や書き言葉だけではなく、赤ちやんの気持ちや希望をおとながどうくみ

とっていくか、ということから子ども参加の支えが始まります。そして、子ども参加とは、家庭や学校のみならず、政策立案

にまでおよぶものである、として世界は動き始めました。

しかしその重要性をみとめるだけでは、子ども参カロの波はひろがっていきません。ユニセフは、子どもが「世界に正統かつ

意味のある形で参加する力」を伸ばせるように手助けをする責任がおとなにはあり、そのためおとなは「新しい力」を獲得 し

なければならないとしています （ユニセフ、2 0 0 3 ）。

「新 しい力」とは、つまり子どもや若者の意見を効果的に引きだす方法、子どもたちの多様な声やさまざまな自己表現の仕

方を認識する方法、子どもたちのメッセージを言葉によるものであるかそうでないかを問わず解釈する方法、を指します。ま

た、単にそれらの方法を身につけるだけではなく、子どもの意見に耳が傾けられ正当に考慮される機会・時間・安心できる空

間、を確保すること、子どもの意見を聞きっ放 しにするのではなく、おとなが適切な形で応える能力を伸ばすことも重要だと

いいます。

この 「新 しい力」こそ、子どもの社会参加を支援するファシリテ一夕ーの有するものにほかなりません。そこで、この講座

では、子どもの権利の視点に基づき子ども参カロを支える、ファシリテ一夕ーを養成すること、つまり「新しい力」を身につけ

ることを目的とします。地域・ N P O ・学 校・自治体関係者など子どもに関係するあらゆるおとな、子どもと共に暮らしてい

る保護者の参加を歓迎 します ！子どもの意見表明・参加を支援するN P O と して活動 してきたノウハウを踏まえての講座です。

みなさん、ふるつてご参加ください。

講座期間 ：2 0 0 6 年3 月 1 1 日一 4 月 1 6 日 10 回講座 （下記及びチラシ・ C R C ホームページ参照）

早稲田大学文学部3 9 号館 （J R 山手線高田馬場駅徒歩 1 5分・東西線早稲田駅下車徒歩5分）

（ D（む 3 月 1 1 日（土 ）

（卦 3 月 1 2 日（日 ）

（ 彰 3 月 1 2 日（日 ）

⑤⑥ 3 月 18 日（土）

⑦⑧ 3 月 19 日（日）

1 0 ：0 0－16 ：3 0
1 0 ：0 0 －12 ：3 0
1 3 ：3 0 －16 ：3 0

1 0 ：0 0 －16 ：3 0

1 0 ：0 0 －16 ：3 0

（ 勤⑩ 4 月 1 6 日（日）1 0 ：3 0 － 1 6 ：0 0

オリエンテーション・講義 「世界で進む子ども参加支援と権利」

講義 「乳幼児期からの子ども参加」 ②・③共に講師 ：平野裕二

講義 「子ども参加のまちづ くり」 講師 ：河村治人 （鶴 ヶ島市）

ワークショップ「子ども参加支援のデザイン」 安部芳絵ほか

講義 「子ども参加支援 と自治体」 講師 ：喜多明人

ワー クシ ョップ 「子 ども参 加 とl穂く力 」

ワークショップ「新 しい力を身につけるために」 安部芳絵ほか

今こモ必要な、自分と人とをたいせつにする人権の本 ！

J I

E
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E

監修 荒牧重 人（山梨学院大学法科大学院教授）
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“自分をたいせつにゎからはじめよう

いじめ、暴力、虐待から自分を守る

意見をいって自分もまわ りも変わる

佐 々木光明 編著

坪井節子 編著

喜多明人 編著

いろいろな人の人権を考える 石井小夜子 編著
立ちあがるせ界の子どもたち 甲斐田万智子 編著

情報を得ること伝えること 野村武司・平野裕二 編著
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